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平成29年度助成

赤い羽根共同募金助成金申請団体
プレゼンテーション審査を実施しました

寄付者へのありがとうメッセージ

　赤い羽根共同募金助成金事業は若狭町民の皆様から寄せられた共同募金
を財源とし、若狭町を少しでも良くしようと取り組んでいる団体に助成して
います。しかし、近年共同募金は減少の一途をたどっており、各団体に対し
て申請額通りに助成することが難しくなっているのが現状です。同じ若狭町
で一生懸命に取り組んでいる各団体の活動を衰退させないためにも、今年も
10月からはじまる『赤い羽根共同募金運動』にご協力をお願いいたします。

プレゼンテーション審査とは?
　平成29年度助成の「地域を良くするプロジェクト」
申請団体が活動内容の説明をプレゼンテーション方式
で実施し、審査委員が若狭町民の皆様からの寄付金を適
正にまた有効に活用するための審査を行うことです。

　熊川小学校は「共に伸びる児童の育成」を学校教育目標に掲げ、自分の生き方を
考え、様々な人と関わり、社会に貢献しながらともに生き、ともに伸びていくこ
とができる子どもの育成を目指して取り組みを行っています。
　今年度は、幼児との交流、高齢者との交流、地域の方々との交流に取り組みま
した。
　幼児との交流では、わかば保育園に全校児童で訪問
し、児童が考えたゲームを行って、幼い園児が楽しん

でくれるように心を配りました。
　高齢者との交流では、小規模多機能ホーム「ほたる熊川宿」を3・4年生児童
が訪問し、社会福祉協議会の方からもご指導を受けながら、福祉体験活動を実
施しました。また、熊川公民館において三世代交流事業として、老人クラブの
方から餅つきの仕方を教えていただき、一緒に交流することができました。
　地域の方々との交流では「熊川いっぷく時代村」において熊川宿について発
表し、自分たちで作った葛プリンの販売をさせていただきまし
た。さらに、2月には1年間の学習成果を熊川公民館において保
護者や地域の皆様に発表することができました。
　本校は児童数も少なく、活動するための予算も限られている
中、このように若狭町民の皆様からの募金を使わせていただく制
度を活用して、学校目標達成に向けて教育実践を進めることがで
きました。これひとえに皆様方のお蔭と深く感謝しています。あ
りがとうございました。
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熊川小学校

　この度、若狭町共同募金委員会を通じて町民各位のご寄付を頂き、児
童福祉活動に活用させていただきましたこと厚く御礼申し上げます。
　当園の取り組みは、地域、保護者、子どもたちが一体となり、食育を
通じて世代間交流を図り、広く子どもたちの健全育成に寄与すること
を目的としております。

　本年度は、例年の菜園活動に加え、地域の方からの
提供で米作り体験をしました。田植え、稲刈り、脱穀と今日で
は見られない昔ながらの米作り体験をし、毎日食べている「ご
飯」がこのように作られていることが分かりました。日頃の
活動が地域の方への関心事に繋がり、協力者が増えていくこ
とを喜んでおります。
　これもひとえに、地域の皆様方の厚いお志や温かい見守り
があってこそと感謝しております。今後共ご支援ご指導を
賜りますようお願い申し上げ御礼に代えさせて頂きます。

梅の里保育園
児
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提

助成決定団体（申請順）

1 若狭町子ども会育成連合会
・子ども会リーダー研修のために 9 気山中村なかよしばあばの会

・四世代交流のために

2 若狭町立　熊川小学校
・「共生の心」推進のために 10 若狭町立　三宅小学校

・人権福祉のために

3 若狭町身体障害者福祉協会
・障害者の社会参加と生き甲斐作りのために 11 社会福祉法人　西田福祉会　梅の里保育園

・食育活動を通じた世代間交流のために

4 若狭町母子寡婦連合会　すまいる会
・地域の母子家庭支援のために 12 社会福祉法人　西田福祉会　岬保育所

・地域ぐるみの世代間交流のために

5 若狭町立　気山小学校
・福祉教育充実のために 13 気山区さわやか会

・ささえあいマップの充実と活用のために

6 若狭町知的障害児（者）家族の会　のぞみ会
・のぞみ会ふれあいのために 14 若狭町立　瓜生小学校

・農園サポーターを通した世代間交流のために

7 藤井健康づくりの会
・健康づくり推進による集落活性化のために 15 若狭町立　上中中学校

・地域貢献活動のために

8 若狭町婦人福祉協議会
・結婚相談のために

※今年度ご協力いただきます寄付金の一部を活用して平成29年度に助成させていただきます。
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暮らしのあんしんを
お手伝い 日常生活自立支援事業
　　　　　　　　　　　　　　高齢や障がいなどにより判断能力の不十分な方が地域で安心して生活できるよ
うお手伝いする事業です。専門的な知識を持った職員が相談に乗り支援計画を立て、生活を支援する職員が定期
的に訪問し、ご本人の生活をサポートします。

●さまざまな福祉サービスの利用に関する情報の提供、相談
●福祉サービスを利用するための申し込みや契約の代行など
●福祉サービスに関する苦情解決制度の利用手続き

●住宅改善や居住している家屋の貸借に関する手続き
●住民票の届出に関する手続き
●商品購入に関する簡易な苦情処理制度
　（クーリング・オフ制度等）の利用手続き

　若狭町では、失業、借金、ニート、ひきこもり、ギャンブル依存など、さまざまな課題をかかえながら、社会的に孤立し経済的に
困窮されている方の困りごとに対応するため、生活困窮者自立支援制度に基づき幅広く相談を受け止める窓口を開設しています。

【問い合わせ】　若狭町地域包括支援センター　TEL：0770-62-2703

暮らしの困りごと、お気軽にご相談ください

どんな事業なの?

【問い合わせ】若狭町高齢者・障害者日常生活自立支援センター（若狭町社会福祉協議会パレア若狭本所内）
　　　　　　TEL：0770-62‐9005　担当：山本

1
福祉サービスを「あんしん」
して利用できるように
お手伝いします。

●福祉サービスの利用料金　●病院の医療費
●日用品購入の代金
●税金や社会保険料、電気・ガス・水道等の公共料金

等を支払うための手続き

●年金や福祉手当の受領
●預貯金の出し入れや預金の解約 　等の手続き

2
毎日の暮らしに欠かせない、
お金の出し入れを
お手伝いします。

3
日常生活に必要な
事務手続きを
お手伝いします。

4
普段は出し入れしない
ような金融機関の大切な
書類等を貸金庫を
利用してお預かりします。

このようなことはお手伝いできません。
●洗濯・買い物・介護・通院の付き添い。 ●福祉サービス利用等の契約の際の保証人。
●本人に代わっての福祉サービス利用などの契約書への署名。 ●不動産や預貯金の資産運用、管理。

【保管できる書類】
定期預金通帳 証書（年金証書、保険証書、権利書、契約書 等）
実印 銀行印

　介護保険制度などの高齢者福祉サービス、知的障がい者・精神障がい者福祉サービスなどのこと（例　ホーム
ヘルプサービスやデイサービス、食事サービス、入浴サービス、外出支援サービスなど）

福祉サービスって?

●1回1時間以内の訪問　1,000円　　1時間を超える場合、30分ごとに500円加算
●書類預かりサービスを利用される場合、貸し金庫の利用料（月額500円）が別途必要です。
※ただし、生活保護を受けている方は、貸金庫の利用料を除いて無料です。

利用料金は?

豆知識 Vol.33分
「○○の秋」 ～由来や理由～
　まだまだ暑い日が続きますが、もうすぐ9月（秋）ですね。皆さんが
良く耳にされる「○○の秋」について、意外と由来や理由があること
をご存知ですか? 今回は、「スポーツ・読書・食欲」のそれぞれが「～
の秋」と言われる由来や理由について調べてみました。

まだまだ○○の秋という言葉はあるかもしれません。
秋は気候が良く過ごしやすい上に、旬の食材が豊富。

代謝も上がるので運動するのに持ってこいの時期。いいことづくしですね。

スポーツの秋
由来その1

　きっかけは実は…東京オリンピックだそうです!
　東京オリンピック後、以前よりも更にスポーツ
を楽しもうとする気風が高まり、開会式のあった
10月10日を「体育の日」と制定しこの日を中心に
スポーツの秋となったと言われています。

由来その2

　身体には体温を一定に保つ機能があり、外
気温に対してエネルギーを発散し体温を調
整する働きがあります。これを「基礎代謝」と
言いますが、運動により代謝を高めるのに一
番最適なのが9月～11月と言われています。

読書の秋
由来その1

　戦争が終わって間もない昭和22年に「読書
の力で平和な文化国家を作ろう」という取り組
みがされました。これにより、出版社や取次会
社、新聞社やマスコミも加わり、11月17日か
ら「読書週間」を開催させます。この「読書週間」
が読書の秋を根付かせるきっかけになったと
言われています。

由来その2

　西暦700年台後半に生きた韓愈（か
んゆ）が読んだ「灯火親しむべし」＝（秋
は過ごしやすい季節で、夜には明かりを
灯して読書をするのに最適だという意
味）という詩を夏目漱石が小説「三四郎」
の中で取り上げ、そこから読書の秋が広
まったと言われています。

食欲の秋
由来その1

　秋は「実りの秋」とい
われるほど、お米や野
菜、果物など「旬」の食
べ物がたくさん出回る
季節です。獲れたてを
たくさん食べる事がで
きる時期のため、食欲
が強くなるそうです。

由来その2

　動物が冬眠に備え
て、脂肪を貯め込むた
めにひたすら食べる本
能、実は人間にも残っ
ているそうで、寒い冬
を乗りきるため、秋に
体内エネルギーを蓄え
ようとするそうです。

由来その3

　精神の安定を保つ働きのある
セロトニンという脳内伝達物質
は、秋になり日照時間が短くなる
と分泌量が減ってしまいます。そ
こで、身体は糖質や乳製品、肉類
を食べることで、減少したセロト
ニンを補おうとして食欲が増す
そうです。

外
調
と
一
す。
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お届けします welfare information福祉 情報の

若狭町社会福祉協議会
（きらりアート展実行委員会）
TEL：0770-62-9005

問い合わせ
若狭町社会福祉協議会 きらやま茶屋　TEL：0770-45-1661　担当：清水問い合わせ

福井県社会福祉協議会 地域福祉課　TEL:0776-24-2433問い合わせ

若狭町社会福祉協議会
五湖の郷事業所
TEL：0770-46-1212

問い合わせ

　障がい者および特別に支援を必要とする児童・生徒の芸術才能を発掘し、生きがいづくりに努め、
併せて地域住民に感動を与え、かがやきとやさしさのある共生社会の
実現を目指します。

■ 作品展示期間・会場
　【きらりアート展】
　　パレア若狭ギャラリー
　　平成28年10月8日（土）～ 24日（月）9：00～ 20：00
　　　※11日（火）・18日（火）は休館日

　【きらりアート美浜なびあす展】
　　美浜町生涯学習センターなびあす 学びのストリート
　　平成28年12月14日（水）～
　　20日（火）9：00～ 22：00
　　　※19日（月）は休館日

　【きらりアートネッツトヨタ福井店舗等巡回展示】
　　◎嶺北地域での展覧会として実施予定
　　平成29年1月～ 2月頃

　「福祉に役立てて欲しい」と
「ソファ」をいただきました。
　コミュニティカフェきらや
ま茶屋にて有効に使わせてい
ただきます。ありがとうござ
いました。

　コミュニティカフェ「きらやま茶屋」（三方駅舎内）では、2階
「キッズコーナー」の充実を図るために、下記のものを募集して
おります。ご自宅で不要なものがありましたら、お譲りください。
よろしくお願いいたします。

　いつまでも健康で充実した生活が過ごせることをめざ
して、今年度は小浜市、若狭町において開催されます。

【内容】 ・おもちゃ　・絵本

日時：平成28年9月24日（土）9：30～ 15：30
内容：「生きがい・健康づくりイベント」 趣味の作品展、健康チェックコーナー、スポーツ等体験コーナーなど
　　　「スポーツ・文化交流大会」 ラージボール卓球、ゲートボール、グラウンドゴルフ、将棋など

　若狭町議会構成の変更に伴
い、辻岡正和氏（上吉田）が理
事として選任されました。

日時：平成28年 9月22日（木・祝）
【スケジュール】
12：45 ～　始まりの挨拶・出店開始
12：50～　紅花会（踊り）
13：20～　コロッコ合唱団
13：50～　休憩（買い物・飲食等）
14：20～　お菓子まき ＋ 職員出し物
14：50～　終わりの挨拶

【出店内容】
食　部　門：焼きそば、フランクフルト、
　　　　　　スイートポテト、飲み物 等
ゲーム部門：輪投げ、射的

第7回 きらりアート展 理事の就任

　「社会福祉事業に役立てて下さい」と下記の方々よりご寄付をいただき
ました。預託や寄付いただきました物品は、地域や若狭町社会福祉協議会
にて有効に使わせていただきます。
　下記以外にも多くの方々より、使用済み切手やエコキャップ等のご寄付
をいただきました。ありがとうございました。

（敬称略・順不同）
平成28年5月21日～ 7月15日

福 祉 基 金
川島　正実（若狭町倉見） 200,000円
中上　秀雄（若狭町井崎） 50,000円
清水　　実（若狭町東黒田） 100,000円

物 品 預 託
匿名 洗剤等
川島　正実（若狭町倉見） オムツ多数

第7回 五湖の郷秋祭り

家具のかわら様（若狭町鳥浜）より

「収納付ダブルソファ」をいただきました

このコーナーでは、福祉関係者や住民のみなさんからご提供いただいた若狭町の福祉情報を掲載しています。
本誌で紹介してほしい福祉情報等ありましたら、若狭町社協までご連絡ください。

お譲りください

ふくい健康長寿祭2016
くらしに健康と生きがいを!!

2階キッズコーナー
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現在は?
看護師をしています
若狭町の好きなところは?
自然がたくさんあって、人が
温かいところ
理想のタイプは?
自分のことを受け入れてく
れて、大切にしてくれる人
趣味は?
読書、旅行（先月バリ島に行っ
てきました）
今行ってみたい場所は?
韓国、ハワイ、オーストラリ
ア、国内は行ったことのない
ところ
夢は?
身体が続くところでやりた
い事を見つけて働きたい
幸せを感じる瞬間は?
病気が順調に治って薬を減
らせているとき。毎日が幸せ
です

現在は?
株式会社ハシノメディカルで福祉用具の
レンタル・販売の営業をしています
若狭町の好きなところは?
自然が豊かで優しい人が多いところ
理想のタイプは?
元気で優しい人
趣味は?
ランニング、スポーツ観戦（野球、サッカー）
今行ってみたい場所は?
沖縄の離島
今はまっていることは?
銭湯でリフレッシュすること
幸せを感じる瞬間は?
1日が終わりビールを飲んでいるとき

中西
加奈

若狭町向笠　25歳
AB型　しし座（独身）

歳若狭町向笠 25歳

Kana
Nakanishi

若狭町瓜生（若葉）　25歳
B型　さそり座（独身）

橋元
若狭町瓜生（若葉）　25歳
B型　さそり座（独身）
若狭町瓜生（若葉）　25歳
亮助

歳町瓜生（若葉） 25歳

Ryosuke
Hashimoto

家族へ
「早く一人前の大人に
　なれるように頑張ります」

家族へ
「早く一人
なれる

に
張ります」

家族へ
「つらい時にそばにいて
　支えてくれてありがとうございます」

家族へ
「つらい時「
支えてく ございます」

ととと ててておおおききき 枚枚枚111のののっっっ

ととと ててておおおききき 枚枚枚111のののっっっ

瓜割の
滝

バリ島にて

未来をつかめ

〒919-1541 福井県三方上中郡若狭町市場18-18　TEL：0770-62-9005　FAX：0770-62-1725
 URL　http://www.w-shakyo.or.jp　E-mail　honbu@w-shakyo.or.jp

部活内容は?
アップ、キャッチボール、トスバッティング、バントは毎日!
ノックやバッティングをしています。

目標は?
県大会一戦必勝で先輩方を超す!

夢は?
この仲間と少しでも長く野球をすること。

みなさんの部活を漢字1文字で表すと?
「線」です。1人1人が点々とならず、1つの「線」のようなイメージ
で、みんなで心を1つにしてプレーしています。

1番の思い出は?
この仲間と共に過ごした時間‼ 仲間を信じて大舞台で勝って
いきます!

《人数》
1年生7名、2年生8名、3年生6名　合計21名です。
《顧問・部長》
【顧 問】斎藤　慎太郎　【副顧問】三宅　治和
【キャプテン】辻本　謙斗
《練習日時》
放課後の部活動（火～金）
土日は練習試合か大会
《実績》
平成27年度 地区夏季準優勝、
 県大会準優勝、
 北信越大会出場
平成28年度 地区春季優勝、
 地区夏季準優勝

上中中学校 野球部

キャプテン
辻本 謙斗


